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大
髙
議
員

①
自
治
体
の
非
正
規
職
員
の
ボ
ー

ナ
ス
（
勤
勉
手
当
）
を
支
給
で
き

る
地
方
自
治
法
が
４
月
26
日
成
立

し
た
。
支
給
す
る
か
ど
う
か
は
自

治
体
で
判
断
と
あ
る
が
、
町
の
考

え
は
。

②
現
在
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の

対
応
と
採
用
者
の
内
訳
は
。

　

町
長

①
非
正
規
職
員
（
会
計
年
度
任
用

職
員
）
の
処
遇
は
、
こ
れ
ま
で
も

有
給
休
暇
の
拡
充
や
期
末
手
当
の

支
給
割
合
の
見
直
し
な
ど
、
国
家

公
務
員
や
青
森
県
の
取
扱
い
と
の

均
衡
の
観
点
か
ら
改
善
に
取
り
組

ん
で
き
た
。

こ
の
勤
勉
手
当
の
支
給
は
、
各

地
方
自
治
体
の
判
断
に
委
ね
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
総
人
件
費
に

与
え
る
影
響
な
ど
様
々
な
要
件
を

踏
ま
え
国
家
公
務
員
や
青
森
県
の

取
扱
い
と
の
均
衡
を
基
本
に
前
向

き
に
処
遇
改
善
を
検
討
し
て
い
く
。

非
正
規
職
員
の

　

処
遇
改
善
に
つ
い
て

問答

②
複
雑
・
多
様
化
す
る
行
政
需
要

の
対
応
、
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
た
め
に
は
、
常
勤

職
員
に
加
え
、
会
計
年
度
任
用
職

員
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。令

和
５
年
度
の
採
用
者
の
内
訳

は
、
事
務
補
助
員
20
人
、
医
療
事

務
３
人
、
看
護
師
・
栄
養
士
７
人
、

嘱
託
医
師
２
人
、
技
能
労
務
員
１

３
人
、
用
務
員
２
人
、
教
育
支
援

員
８
人
、
学
校
調
理
員
１
１
人
、

学
校
用
務
員
５
人
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
と
危
機
管
理
専
門
員
が

各
1
人
、
外
国
語
指
導
助
手
２
人

の
計
75
人
と
な
っ
て
い
る
。

　

大
髙
議
員

①
労
働
人
口
の
減
少
は
、
現
在
、

建
設
現
場
や
農
業
・
漁
業
関
係
そ

し
て
介
護
、
医
療
、
縫
製
関
係
に

も
影
響
を
与
え
て
い
る
。
そ
れ
ぞ

れ
の
事
業
が
失
速
し
な
い
施
策
を

考
え
支
援
す
べ
き
と
思
う
が
。

②
人
口
減
少
は
生
活
サ
ー
ビ
ス
の

機
能
が
低
下
し
、
公
共
料
金
の
大

幅
値
上
げ
や
Ｊ
Ｒ
・
バ
ス
事
業
に

大
き
な
影
響
を
与
え
、
更
に
公
共

施
設
の
統
廃
合
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
に
対
応
し
た
対
策
は
。

　

町
長

①
昨
年
度
か
ら
若
年
者
等
を
新
た

に
常
用
労
働
者
と
し
て
雇
用
し
た

事
業
主
に
対
し
て
奨
励
金
を
支
給

す
る
制
度
を
実
施
し
、
今
年
度
は
、

更
に
若
年
者
以
外
の
常
用
労
働
者

や
パ
ー
ト
労
働
者
も
対
象
に
な
る

よ
う
拡
充
に
努
め
て
い
る
。

ま
た
、
令
和
２
年
度
か
ら
は
、

就
労
者
の
地
元
定
着
を
図
る
た
め
、

仕
事
や
就
職
に
役
立
つ
資
格
又
は

少
子
高
齢
化
に
対
す
る

本
年
度
の
対
策
に
つ
い
て

問答

問

答

非正規職員に勤勉手当を
支給するように！

国や県の取扱いとの均衡を基本に
前向きに処遇改善を検討していく

大
おおたか

髙　恒
つねぞう

藏議員質問者の動画が
視聴できます。
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免
許
取
得
に
対
し
て
補
助
金
を
交

付
し
て
い
る
。

②
本
町
で
は
、
現
在
、
医
療
機
関

の
充
実
、
老
朽
化
し
た
イ
ン
フ
ラ

の
整
備
、
地
域
公
共
交
通
の
確
保
、

空
き
家
対
策
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
機
能
強
化
等
、
人
口
減
少
に

よ
っ
て
想
定
さ
れ
る
様
々
な
課
題

に
対
し
対
応
し
て
い
る
が
、
今
後
、

想
定
外
の
影
響
も
出
て
く
る
か
も

し
れ
な
い
。

現
在
行
っ
て
い
る
対
策
の
み
な

ら
ず
、
危
機
感
を
も
っ
て
積
極
的

に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　

大
髙
議
員

①
現
在
の
「
ゆ
と
り
」
施
設
を
今

後
ど
の
よ
う
な
活
用
を
考
え
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
ウ
ェ
ス
パ
椿
山

の
温
泉
施
設
及
び
源
泉
の
活
用
は
。

②
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
等
、
財

産
問
題
で
不
動
産
（
土
地
・
建
物

・
山
林
等
）
の
処
理
方
法
が
分
か

ら
な
い
。
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ

い
の
か
、
ま
た
、
相
談
し
に
行
く

手
段
が
な
い
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
に
対
し
、
町
と
し
て
の
対
応
は
。

③
墓
を
管
理
し
継
承
す
る
人
が
い

な
く
て
お
墓
を
ど
う
し
た
ら
い
い

の
か
考
え
て
も
分
か
ら
な
い
と
言

う
人
が
い
る
。
対
策
と
し
て
、
合

葬
墓
を
検
討
す
べ
き
時
が
来
た
と

思
う
が
。

　

町
長

①
ゆ
と
り
施
設
は
、
社
会
福
祉
協

議
会
の
事
務
室
、
居
宅
介
護
支
援

事
業
所
及
び
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
と
し
て
活
用
し
て
い
る
ほ
か
、

多
目
的
ホ
ー
ル
で
の
イ
ベ
ン
ト
や

町
民
の
不
安
に
対
処

　

す
る
施
策
に
つ
い
て

問答

「
認
知
症
カ
フ
ェ
」
や
「
脳
の
健

康
教
室
」
も
開
催
し
て
い
る
。

ウ
ェ
ス
パ
椿
山
の
温
泉
施
設
及

び
源
泉
の
活
用
は
、
既
存
施
設
を

修
繕
し
て
活
用
す
る
場
合
、
ま
た
、

新
た
な
温
泉
施
設
を
建
設
し
た
場

合
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
が
、
い

ず
れ
の
利
活
用
に
つ
い
て
も
、
経

費
と
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
等
で
断

念
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
っ

た
。
温
泉
熱
の
利
用
は
、
現
在
も

弘
前
大
学
が
チ
ェ
リ
モ
ヤ
の
み
の

試
験
栽
培
を
実
施
し
て
い
る
。

②
町
民
課
町
民
生
活
係
で
町
民
相

談
を
実
施
し
て
い
る
。
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
の
相
談
、
財
産
問
題

や
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
、
体
調
面
や
金
銭
面
な
ど
今
後
の
生
活
に

対
す
る
不
安
な
ど
様
々
で
、
問
題
解
決
に
向
け
町
民
課
が
中

に
入
っ
て
関
係
機
関
と
調
整
し
、
ス
ム
ー
ズ
に
問
題
解
決
で

き
る
よ
う
お
手
伝
い
す
る
。

③
合
葬
墓
に
つ
い
て
は
、
家
族
単
位
の
個こ

じ

ん

ぼ

人
墓
と
異
な
り
、

複
数
の
方
々
の
遺
骨
を
一
緒
に
埋
蔵
す
る
墓
の
こ
と
で
、
墓

を
管
理
し
て
も
ら
え
る
が
、
多
く
の
場
合
は
他
の
方
の
遺
骨

と
混
在
す
る
の
で
、
後
で
、
別
に
取
り
出
す
こ
と
が
出
来
な

い
と
い
う
面
も
あ
る
。

ま
ず
は
合
葬
墓
に
対
す
る
町
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
整
備

の
必
要
性
が
あ
れ
ば
、
運
営
方
法
も
含
め
本
町
に
あ
っ
た
合

葬
墓
を
検
討
し
た
い
。


